
平
成
二
十
四
年
六
月
十
八
日
提
出

質

問

第

二

九

六

号

整
理
回
収
機
構
・
預
金
保
険
機
構
の
債
権
回
収
業
務
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

松
木
け
ん
こ
う
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整
理
回
収
機
構
・
預
金
保
険
機
構
の
債
権
回
収
業
務
に
関
す
る
質
問
主
意
書

整
理
回
収
機
構
は
預
金
保
険
機
構
が
全
額
出
資
す
る
会
社
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
役
員
の
選
任
が
不
透
明
で
あ
り
、
債

権
回
収
の
方
法
、
ま
た
、
預
金
保
険
機
構
の
財
産
調
査
お
よ
び
、
立
入
調
査
、
こ
れ
を
受
け
た
整
理
回
収
機
構
は
、
き
わ
め
て

恣
意
的
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
預
金
保
険
機
構
に
よ
る
預
金
保
険
法
附
則
等
に
も
と
づ
く
財
産
調
査
、
立
入
調
査
が
権
限
を
濫
用
し
て
い
る
と
批
判

も
多
い
。

そ
こ
で
、
整
理
回
収
機
構
お
よ
び
預
金
保
険
機
構
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。

一

整
理
回
収
機
構
の
納
税
状
況
に
つ
い
て

（
�
）

整
理
回
収
機
構
に
よ
れ
ば
、
「
整
理
回
収
機
構
で
は
、
各
勘
定
で
利
益
が
発
生
す
る
と
、
同
額
を
預
金
保
険
機
構

に
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
納
付
金
は
、
税
務
計
算
上
の
損
金
と
な
る
た
め
、
整
理
回
収
機
構
が
発
足
し
た

平
成
十
二
年
度
以
降
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
課
税
所
得
は
発
生
し
て
い
な
い
」
と
あ
る
が
、
会
計
検
査
院
の
調
査

で
、
整
理
回
収
機
構
は
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
平
成
十
二
年
度
ま
で
、
預
金
保
険
機
構
に
納
付
し
て
い
な
い
利
益
計

約
一
八
三
七
億
円
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

一



会
計
検
査
院
の
指
摘
を
受
け
た
こ
れ
ら
預
金
保
険
機
構
に
納
付
し
て
い
な
い
一
八
三
七
億
円
の
利
益
に
つ
い
て
、

整
理
回
収
機
構
は
ど
の
よ
う
に
処
理
を
し
た
の
か
。

（
�
）

整
理
回
収
機
構
は
、
整
理
回
収
機
構
が
発
足
し
た
平
成
十
一
年
度
以
降
、
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
課
税
所
得
は
発

生
し
て
い
な
い
と
い
う
が
、
整
理
回
収
機
構
が
行
っ
て
い
る
金
融
サ
ー
ビ
サ
ー
業
務
に
よ
る
利
益
に
つ
い
て
も
、
納

税
し
て
い
な
い
の
か
。

二

二
次
損
失
に
つ
い
て

（
�
）

整
理
回
収
機
構
は
、
住
専
債
権
の
最
終
処
理
に
あ
た
り
、
回
収
額
が
取
得
額
を
下
回
る
二
次
損
失
は
一
兆
四
〇
一

七
億
円
で
あ
る
と
発
表
し
て
い
る
が
、
住
専
債
権
の
取
得
額
お
よ
び
住
専
債
権
の
回
収
額
な
ら
び
に
二
次
損
失
の
内

訳
を
明
ら
か
に
せ
よ
。

（
�
）

整
理
回
収
機
構
は
、
上
記
の
二
次
損
失
は
、
預
金
保
険
機
構
や
整
理
回
収
機
構
が
積
み
立
て
た
利
益
な
ど
で
穴
埋

め
し
、
税
金
に
よ
る
追
加
負
担
は
な
い
と
い
う
が
、
整
理
回
収
機
構
が
、
二
次
損
失
を
補
て
ん
す
る
利
益
の
額
を
勘

定
別
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

整
理
回
収
機
構
の
組
織
体
制
に
つ
い
て

二



（
�
）

整
理
回
収
機
構
の
株
主
総
会
は
非
公
開
か
。
非
公
開
だ
と
す
れ
ば
そ
の
理
由
は
何
か
。

（
�
）

整
理
回
収
機
構
の
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
株
主
総
会
に
お
い
て
、
整
理
回
収
機
構
か
ら
の
議
案
の
提
出
を
受

け
た
う
え
で
、
預
金
保
険
機
構
が
株
主
と
し
て
議
決
す
る
こ
と
に
よ
り
選
任
し
て
い
る
と
い
う
が
、
整
理
回
収
機
構

は
ど
の
よ
う
な
選
任
基
準
に
も
と
づ
い
て
役
員
候
補
者
を
提
案
し
て
い
る
の
か
。

（
�
）

預
金
保
険
機
構
は
、
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
に
あ
た
り
、
財
務
省
や
金
融
庁
と
は
、
協
議
を
行
う
の

か
。
決
算
書
類
の
チ
ェ
ッ
ク
は
、
預
金
保
険
機
構
、
財
務
省
、
金
融
庁
の
い
ず
れ
が
行
う
の
か
。
そ
れ
ら
の
チ
ェ
ッ

ク
は
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

（
�
）

こ
れ
ま
で
の
株
主
総
会
、
役
員
会
議
議
事
録
の
公
開
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
如
何
か
。

（
�
）

在
職
七
年
以
上
の
整
理
回
収
機
構
の
役
員
は
、
志
田
康
雄
副
社
長
、
橋
本
聰
専
務
、
藤
井
保
憲
監
査
役
の
三
名
で

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ら
役
員
の
在
職
期
間
が
長
い
理
由
は
、
ど
う
し
て
か
。

（
�
）

整
理
回
収
機
構
が
顧
問
弁
護
士
に
支
払
っ
て
い
る
報
酬
は
、
平
成
二
十
一
年
度
は
顧
問
弁
護
士
十
六
人
に
合
計
二

億
円
、
平
成
二
十
二
年
度
は
十
三
人
に
一
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
平
均
一
二
五
〇
万
円
か
ら
七
六
九
万
円
と
、
一
般

民
間
会
社
の
顧
問
弁
護
士
に
支
払
わ
れ
る
額
に
比
し
て
高
額
で
あ
る
。

三



ど
の
よ
う
な
基
準
で
こ
の
よ
う
な
報
酬
を
決
定
し
て
い
る
の
か
。

（
�
）

整
理
回
収
機
構
の
役
員
報
酬
に
つ
い
て
取
締
役
五
名
に
監
査
役
三
名
を
加
え
た
報
酬
総
額
は
、
一
億
一
九
〇
〇
万

円
で
あ
る
と
い
う
。

ど
の
よ
う
な
報
酬
基
準
に
も
と
づ
い
て
こ
の
よ
う
な
報
酬
額
を
算
出
し
て
い
る
の
か
。

（
�
）

整
理
回
収
機
構
に
社
長
代
行
を
お
く
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。

四

預
金
保
険
機
構
の
財
産
調
査
お
よ
び
立
入
調
査
に
つ
い
て

（
�
）

預
金
保
険
機
構
が
行
っ
た
財
産
調
査
お
よ
び
立
入
調
査
に
つ
い
て
、
債
務
者
比
を
旧
住
専
・
破
綻
金
融
機
関
・
健

全
行
別
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

財
務
省
に
は
、
こ
れ
ま
で
債
務
者
か
ら
、
預
金
保
険
機
構
の
財
産
調
査
、
立
入
調
査
に
対
す
る
苦
情
は
、
ど
の
く

ら
い
寄
せ
ら
れ
て
い
る
か
。

（
�
）

財
務
省
は
、
こ
れ
ら
の
苦
情
や
異
議
申
立
に
対
し
て
、
逸
脱
し
た
行
為
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
調
査
し
た
か
。

（
�
）

預
金
保
険
機
構
は
、
立
入
調
査
を
行
う
要
件
を
定
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
が
、
今
後
の
立
入
調
査
の
円
滑
な
実

施
、
ひ
い
て
は
債
権
回
収
業
務
の
遂
行
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
提
出
は
差
し
控
え
た
い
と
提

四



出
を
拒
否
し
て
い
る
。
預
金
保
険
機
構
の
財
産
調
査
や
立
入
調
査
は
、
刑
事
事
件
の
捜
索
令
状
の
よ
う
な
司
法
機
関

の
チ
ェ
ッ
ク
が
な
い
だ
け
に
、
濫
用
の
お
そ
れ
が
あ
る
。
恣
意
的
な
財
産
調
査
、
立
入
調
査
を
防
止
す
る
た
め
に

も
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
開
示
す
る
こ
と
は
必
要
だ
と
考
え
る
。
是
非
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
開
示
さ
れ
た
い
。

五

企
業
再
生

（
�
）

整
理
回
収
機
構
は
、
ど
の
よ
う
な
要
件
の
具
備
を
も
っ
て
「
事
業
再
生
」
と
い
う
の
か
。

（
�
）

整
理
回
収
機
構
は
、
事
業
再
生
の
再
生
区
分
に
、
法
的
再
生
、
私
的
再
生
と
な
ら
ん
で
債
権
売
却
等
が
あ
る
。
こ

の
債
権
売
却
に
よ
る
再
生
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
る
再
生
な
の
か
。
こ
の
場
合
、
債
権

売
却
先
は
、
ど
こ
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

債
権
回
収
の
規
制

（
�
）

整
理
回
収
機
構
は
、
債
権
回
収
の
た
め
に
、
債
務
者
の
給
与
、
売
掛
金
の
差
押
（
仮
差
押
を
ふ
く
む
）
を
行
っ
て

い
る
件
数
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
給
与
、
役
員
報
酬
の
差
押
で
回
収
し
て
い
る
金
額
は
、
一
件
あ
た
り
、
約
一

〇
〇
万
円
か
ら
二
〇
〇
万
円
で
あ
る
。
ま
た
、
売
掛
金
の
差
押
で
回
収
し
て
い
る
の
も
、
一
件
あ
た
り
、
七
〇
万
円

か
ら
七
〇
〇
万
円
で
あ
る
。
給
与
の
差
押
も
、
売
掛
金
の
差
押
も
、
債
務
者
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
死
活
問
題
で
あ

五



る
。
整
理
回
収
機
構
が
、
債
権
回
収
す
る
場
合
、
給
与
や
売
掛
金
の
差
押
は
、
原
則
禁
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
�
）

平
成
十
四
年
か
ら
平
成
十
五
年
に
か
け
て
整
理
回
収
機
構
の
役
員
の
海
外
旅
行
に
同
行
し
た
債
務
者
に
対
す
る
整

理
回
収
機
構
の
対
応
に
比
し
て
、
平
成
二
十
三
年
に
整
理
回
収
機
構
が
破
産
申
立
を
し
た
の
は
、
一
件
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
全
債
権
者
比
で
〇
・
〇
〇
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
整
理
回
収
機
構
の
対
応
に
問
題
な
し
と
考
え
る
か
。

右
質
問
す
る
。

六


